
 

 

 

 

一人ひとりにそなわった、自ら学ぶ力を、信じる 

副校長 市川 愛美 
 

「一人ひとりにそなわった、自ら学ぶ力を、信じる。」とは、令和６年２月に決定された渋谷区

教育大綱の中で、「私たちが未来に向けて、いちばん大事にすることです。」と説明していること

です。 

本校も「子供を信じぬく」ことを、何よりも大事にすることとして、職員に伝えています。ま

た、「一人ひとりにそなわった、自ら学ぶ力を、信じ」、育てるために、子供の言葉を多く引き出

す授業の推進、探究的な学びの設定、自ら必要な学びを考え・実行する力を育てる家庭学習の支

援を行ってまいりました。 

さらに今年度から、「一人ひとりにそなわった、自ら学ぶ力を、信じ」、育てるための大きな取

組として、探究を大切にする「シブヤ未来科」の本格実施が始まります。本校では「さるラボ」

と呼ぶ探究の時間です。こちらについては、４月２６日（金）の保護者会で改めて御説明させて

いただきました。 

「さるラボ」を行う３年生以上の児童にも、それぞれの学年でオリエンテーションをしました。

オリエンテーションの反応としては、さすが猿楽の子供たち！テーマに沿った意見や、探究的な

つぶやきが、たくさん飛び交い、やる気を見せてくれました。 

今まで取り組んだことがないことに挑戦しますが、猿楽小の教職員は、昨年度から「さるラボ」

について、準備を重ねてまいりました。子供たちと一緒に考え、子供と創り、「子ども発」で進め

てまいります。御理解・御協力をお願いいたします。（子供の主体性を引き出すために、わざと教

員が分からないふりをして見せることも多くあります） 

さて、「一人ひとりにそなわった、自ら学ぶ力を、信じ」ることは、教科の学習にとどまりませ

ん。生活習慣を整えることや、友達との関係性を築くこと、あらゆる場面に通じます。子供たち

を信じ、繰り返し声をかけ、ときには意図して声をかけず、保護者の方や地域の方に御協力いた

だきながら、決してあきらめずに育んでまいります。 

生活習慣については、今年度の重点は「時間を守ること」です。中でも遅刻の防止は、保護者

の方の御理解・御協力なしにはできません。どうぞよろしくお願いいたします。 

友達など人との関係性についての今年度の重点は「あいさつ」です。こちらは「相手を思いや

る」気持ちの表れですが、習慣という部分も大きいものです。御家庭でも「おはよ 

う」「ただいま」「おやすみなさ

い」などの挨拶を大切にしてい

ただき、学校でも気持ちのよい

挨拶ができるよう、お声かけい

ただけますとありがたいです。 

「さるラボ」も「時間を守るこ

と」も「あいさつ」も、一人一人

が、その子なりに成長し、成長を

実感して今年度を終えてくれる

ことを信じています。 
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